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〜春なので
　　始動しますの巻〜
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▲２月に実施した
　オンラインセミナーの様子
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▲空き家プロジェクト冊子は
　今月中に完成予定です！



　2月4日(木)に岩ヶ崎高校で、10日(水)に築館
高校で、それぞれ生徒さんが「総合的な探究の
時間」で取り組む「探究学習」の発表会があり、
アドバイザーとして澤畑が参加してきました。
　少人数のグループに分かれて、観光や産業、
福祉などのテーマの中から、自分たちでテーマ
を考え、実地調査などを行う探究学習。
　それぞれの班が調査などを行った結果が発表
され、それに外部の視点からフィードバックを
行う役割でした。
　短い授業時間の中で、
どうすれば生徒さんたち
の考えを深める手助けが
できるか、難しい部分も
ありましたが私にとって
も学び多い時間でした！

2月4日,
10日

市内高校での
　　　探究学習発表会 ★ パソコン・スマホ相談 ★

　旬彩で行ってきたパソコン・スマホ相談を、
旬彩休業中は交流センターで実施しています。
　一旦３月までで終了の予定で
したが、４月以降もできる範囲
で継続して実施していきます！
　回数は減りますが、引き続き
お気軽にご活用ください。
(５月以降は旬彩で実施予定です)

４月以降も実施します！

※機器の修理などには対応しておりません。
※専門的な内容など、ご要望にお応えできない場合
　もあります。
※都合により、急遽中止になる場合もありますので、
　予めご了承ください。

3月25日(木) 13:30～15:30
4月19日(月) 10:00～12:00
（予約等は不要です）

他地区の協力隊との交流交流センターでのひとこま

　３月31日で３年間の任期が満了となり、地域おこし協力隊を退任します。
　もう３年経ったのか、というのが本当に驚きで、時の流れの早さが恐ろしい
です…！(笑) でも、それだけ一日一日が濃密で、充実した毎日だったのかな、
とも感じています。
　縁もゆかりもない花山に移住してきて、最初は不安も少なからずありました
が、地域のみなさんに暖かく迎えていただいたり、声をかけていただいたりと
いうのが本当に嬉しかったです。日々の活動に取り組む一番の原動力になった
のは、間違いなく、地域のみなさんとのひとつひとつの関わり合いでした。
　４月以降も住まいは花山にありますので、引き続き一地域住民として、花山
のためにできることを、継続して取り組んでいければと考えております。
　そして、４月からは私と入れ替わる形で１名、新任の協力隊が入ります。
　これからもはなやまネットワーク、そして協力隊の活動は続いていきますの
で、今後ともどうぞよろしくお願いいたします！

　３月１日付の広報くりはらに掲載のコーナー
「つくってみらいん、たべてみらいん」。
こちらで紹介されている、花山食改さん考案の
献立「野菜てまりずし」の調理・撮影は、１月
中旬に交流センターで行われたもので、私たち
も当日できたてのお料理
をちょっぴり試食させて
いただきました！
　彩りも豊かでとっても
おいしかったです！
ごちそうさまでした…！

　今年１月から、金成の有壁地区に新しく地域
おこし協力隊が着任し、栗原市の協力隊は現在
総勢で８業務15名体制となっています。
　着任した有壁の協力隊２人が、いずれも市外
出身の方ということで、先日花山地区内を様々
に案内し、交流する時間を持ちました！
　同じ市内でも金成とは
また違った気候、初めて
食べる花山のそばなど、
花山の魅力をたっぷりと
感じていただける時間と
なったようです！

▲岩ヶ崎高校での様子
（画面右端が澤畑）

３年間ありがとうございました！ ～退任のご挨拶～

2021年3月31日退任
栗原市地域おこし協力隊　澤畑 学

▲着任直後、鉄砲まつりの
　宣伝で仙台へ。懐かしい！

▲何気ない花山の景色に、
　いつも心癒されています


